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定例会

定例会の経過

５
月 29日

議会運営委員会、議会改革に関する調
査特別委員会

６
月

3日 議会運営委員会

4日 広報広聴委員会

6日
案件上程、説明／議会運営委員会、議
会改革に関する調査特別委員会

10日
上程案件に対する質疑、委員会付託／
議会運営委員会、基地関係特別委員
会、各派代表者会議

11日～12日 各常任委員会議案審査

12日 基地関係特別委員会

14日～21日 一般質問(質問者２２人、６日間)

14日 議会運営委員会

17日 議会運営委員会、広報広聴委員会

20日 議会運営委員会、各派代表者会議

21日 各派代表者会議、全員協議会

24日 各常任委員会の審査報告及び表決

第422回宜野湾市議会定例会は、６月６日から６月24日ま

での19日間の会期で開かれました。

今定例会は、令和元年度一般会計補正予算や各会計補正予

算のほか、宜野湾市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例

の一部を改正する条例を含む24件にわたる議案等が審議され、

22人の議員による一般質問も行われました。

会　　期

６月６日～６月24日
6月
令和元年度宜野湾市一般会計補正予
算（第1号）を全会一致で可決しました！

112

水道水の安全確保のため、県企業局に対し要請を行いました！

県企業局へ要請を行う議長及び議会運営委員会委員（令和元年６月26日）

　有機フッ素化合物PFOS等による水道水汚染の報道を受け、北谷浄水場系統における水道水の安全性の確保を求め
る意見書が、６月24日全会一致で可決されました。26日には、議長及び議会運営委員会委員が沖縄県企業局に対し、
水道水の安全性の明確化およびその周知、安全性が確認できるまでの間の別水源の確保、原因究明及び抜本的対策の
実施等の要請を行いました。

　６月４日に発生した浦添
市立浦西中学校への米軍ヘ
リ落下物事故に対し、６月
24日、決議及び意見書を
全会一致で可決しました。
同日、議長及び基地関係特
別委員会委員が県内各関係
機関に対し、被害を受けた生徒・学校関係者への謝罪、学校・保
育園等の上空飛行禁止、機体の安全確認・再発防止策を講じるま
での飛行禁止、普天間基地の閉鎖・返還などを強く要請しました。

米軍ヘリ落下物事故に対する抗議要請を行いました！
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市民との意見交換会でいただいた意見の取り扱いについて

平成30年度政務活動費の収支報告を公表します

　宜野湾市議会基本条例（平成28年7月１日施行）に基づき、５月14

日（火）から17日（金）にかけて「議会報告及び市民との意見交換会」

を開催し、参加いただいた市民の皆様から多くのご意見をいただきました。

　いただいたご意見は、調査、協議を行った後、議会としての意思決定、

結論づけを行うこととしており、議会運営に関するご意見など、早期に

回答できるものについては、６月末にすでに公表しております。その他

のご回答については、９月末を目途に公開予定としております。

公表済みの回答のURL　http://www.city.ginowan.
okinawa.jp/sisei/parliament/03/ikenkoukankai.html
スマートフォンはこちらからご覧いただけます。

平成30年度（前期分）　政務活動費収支報告一覧表
単位：円

絆クラブ 結・市民
ネットワーク 公明党 社民・市民

クラブ 共生の会 無会派
合　　計

所属人数 １１名 ５名 ３名 ２名 ３名 １名

交　付　額 1,320,000 600,000 360,000 240,000 360,000 120,000 3,000,000

支　

出　

額

調 査 研 究 費 916,833 61,738 361,521 105,794 218,874 25,452 1,690,212

研 修 費 511,010 60,620 15,000 586,630

広 報 費 0

広 聴 費 0

要 請・陳 情 活 動 費 0

会 議 費 0

資 料 作 成 費 47,022 74,192 28,564 46,801 7,290 62,373 266,242

資 料 購 入 費 5,400 52,271 83,162 19,540 160,373

人 件 費 0

事 務 所 費 124,726 20,493 145,219

計 1,093,981 699,211 390,085 235,757 307,277 122,365 2,848,676

残余額（返還額） 226,019 0 0 4,243 52,723 0 282,985

平成30年度（後期分）　政務活動費収支報告一覧表
単位：円

絆輝クラブ 絆クラブ 結・市民
ネットワーク 公明党 共生の会 無会派

（社民党）
無会派

（共産党） 合　　計
所属人数 ９名 ４名 ５名 ３名 ３名 １名 １名

交　付　額 1,080,000 480,000 600,000 360,000 360,000 120,000 120,000 3,120,000

支　

出　

額

調 査 研 究 費 1,094,990 482,423 91,742 333,434 135,320 78,530 1,121,449

研 修 費 482,500 242,700 98,490 823,690

広 報 費 0

広 聴 費 0

要 請・陳 情 活 動 費 0

会 議 費 0

資 料 作 成 費 6,318 33,503 12,267 52,088

資 料 購 入 費 85,578 2,484 30,516 118,578

人 件 費 0

事 務 所 費 0

計 1,094,990 482,423 666,138 369,421 378,020 121,313 98,490 3,210,795

残余額（返還額） 0 0 0 0 0 0 21,510 21,510

議会運営委員会の審議の様子
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◎
議
員
　
本
市
の
計
画
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
目
標
を

総
排
出
量
の
二
二
％
と
し
て
い
る
が
、
推
移
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
平
成
二
十
七
年
度
は
一
六
・
七
％
、

平
成
二
十
八
年
度
は
一
七
・
三
％
、
平
成
二
十
九
年
度

は
一
五
・
九
％
で
あ
る
。

◎
議
員
　
処
理
方
法
及
び
経
費
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
可
燃
ご
み
は
熱
回
収
施
設
、
不
燃

ご
み
、
資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し

た
後
、
最
終
処
分
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
三
十
年
度
の

処
理
費
用
は
九
億
七
百
五
万
円
で
あ
る
。

◎
議
員
　
香
川
県
三
豊
市
で
は
、
ご
み
は
燃
や
さ
な
い
、

資
源
化
で
き
る
と
い
う
信
念
の
も
と
、
生
ご
み
、
草
木
、

可
燃
ご
み
を
混
ぜ
、
そ
れ
を
微
生
物
の
熱
で
水
分
を
蒸

発
さ
せ
、
圧
縮
し
、
固
形
燃
料
と
し
て
活
用
す
る
ト

ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

方
式
で
処
理
を
行
っ

て
お
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
六
二
・
六
％

で
あ
る
。
処
分
場
に

は
煙
突
が
な
く
、
処

理
水
も
発
生
し
な
い
。

民
設
民
営
で
コ
ス
ト

も
抑
え
ら
れ
て
お
り
、

本
市
で
も
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

◎
議
員
　
嘉
数
高
台
公
園
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

◎
建
設
部
長
　
昨
年
度
、
嘉
数
高
台
再
整
備
基
本
計
画

を
策
定
し
て
お
り
、
今
年
度
は
実
施
設
計
を
行
う
。
次

年
度
か
ら
工
事
を
実
施
す
る
計
画
で
、
令
和
三
年
度
に

完
了
予
定
で
あ
る
。
主
な
整
備
概
要
は
、
老
朽
化
し
た

公
園
施
設
の
改
修
や
駐
車
場
の
増
設
等
で
あ
る
。

◎
議
員
　
嘉
数
高
台
は
去
る
大
戦
の
激
戦
地
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
悲
惨
な
戦
争
の
記
録
を
し
っ
か
り
と
後
世

に
残
す
た
め
、
改
修
の
機
会
に
平
和
祈
念
資
料
館
を
建

設
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
が
、
い
か
が
か
。

◎
建
設
部
長
　
建
築
基
準
法
に
お
け
る
用
途
規
制
に
よ

り
、
建
築
は
で
き
な
い
が
、
悲
惨
な
戦
争
の
記
録
を
後

世
に
伝
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
歴
史
学
習
展

示
サ
イ
ン
の
追
加
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

◎
議
員
　
和
式
ト
イ

レ
を
洋
式
に
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
も
あ

る
が
、
計
画
に
入
っ

て
い
る
か
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
衛
生

面
か
ら
和
式
ト
イ
レ

を
求
め
る
声
も
あ
る

た
め
、
実
施
設
計
の

中
で
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

一 質般 問
　今定例会は、22名の議員から市政全般につ

いて、多くの一般質問がありましたが、紙面の

都合上簡潔に掲載いたします。詳しい内容は、 

市議会会議録を市民図書館や議会事務局に保管

しています。さらに、市のホームページにも掲

載いたしますので御利用ください。

議会会議録検索システムのURL
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/ginowan/SpTop.html
※６月定例会の内容は9月9日（月）に掲載予定です。

議会中継放送のURL
http://www.ginowan-city.stream.jfit.co.jp/
※録画放送は会議の３日後を目安にご覧いただけます。

スマートフォンをご利用の方は
こちらからご視聴いただけます。

答
弁
者

〇
市

長
　
松
川
　
正
則

〇
副

市

長
　
和
田
　
敬
悟

〇
教

育

長
　
知
念
　
春
美

〇
上

下

水

道

局

長
　
島
袋
　
清
松

〇
総

務

部

長
　
伊
波
　
保
勝

〇
企

画

部

長
　
米
須
　
良
清

〇
基

地

政

策

部

長
　
鈴
木
　
宏
治

〇
福

祉

推

進

部

長
　
岡
田
　
洋
代

〇
健

康

推

進

部

長
　
比
嘉
　
直
美

〇
市

民

経

済

部

長
　
国
吉
　
孝
博

〇
建

設

部

長
　
古
波
蔵
　
晃

〇
教

育

部

長
　
比
嘉
　
　
透

〇
指

導

部

長
　
甲
斐
　
達
二

〇
消

防

長
　
浜
川
　
秀
雄

その他の主な質問

・図書館における雑誌スポンサー制度の

導入について

・ＰＦＯＳ等の有機フッ素化合物に関す

る今後の対応策について

・高齢者の居場所づくりについて

・施設型共同墓の必要性について

ご
み
減
量
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

宮 城 　 司  議員

その他の主な質問

・通学路の安全点検及び安全対策につい

て

・ポイ捨てのない快適なまちづくり条例

について

・介護予防事業への取り組みについて

嘉
数
高
台
公
園
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て

伊 佐 哲 雄  議員
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◎
議
員
　
志
真
志
小
学
校
校
舎
増
改
築
事
業
に
つ
い
て
、

当
初
の
計
画
で
は
平
成
三
十
一
年
二
月
に
完
了
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
台
風
等
の
影
響
で
工
期
が
令
和
元
年

七
月
に
延
長
と
な
っ
た
。
子
供
た
ち
や
保
護
者
、
学
校

関
係
者
が
期
待
し
て
い
る
が
、
生
徒
が
新
校
舎
を
利
用

で
き
る
の
は
い
つ
ご
ろ
か
伺
い
た
い
。

◎
教
育
部
長
　
令
和
元
年
七
月
十
日
の
完
成
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
校
舎
の
完
成
検
査
を
七
月
下

旬
ま
で
に
終
え
、
引
っ
越
し
を
八
月
中
旬
に
行
い
、
二

学
期
か
ら
の
校
舎
利
用
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
議
員
　
学
校
敷
地
内
に
歩
行
帯
を
用
意
で
き
な
い
か
。

◎
教
育
部
長
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
ス
タ
ン
ド
側
を
通
り
、

歩
行
帯
と
し
て
通
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

◎
議
員
　
通
学
路
の
安
全
確
保
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　

警
察
や
交
通
指
導
員

等
と
協
力
し
て
安
全

確
保
に
努
め
て
い
る
。

◎
議
員
　
交
通
事
故

ゼ
ロ
に
向
け
、
関
係

者
と
連
携
を
と
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ぜ
ひ
、
市
が
先
頭
に

立
っ
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員
　
平
成
二
十
三
年
度
に
市
内
一
部
地
域
に
お
い

て
米
軍
機
に
よ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
障
害
へ
の

対
策
が
行
わ
れ
た
が
、
指
定
地
域
以
外
の
市
民
も
被
害

を
こ
う
む
っ
て
い
る
。
現
在
、
何
件
の
受
信
障
害
を
把

握
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

◎
基
地
政
策
部
長
　
昨
年
度
は
二
十
八
件
、
今
年
度
は

六
件
の
声
が
あ
り
、
引
き
続
き
把
握
に
努
め
て
い
る
。

◎
議
員
　
こ
の
問
題
は
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
と
考
え

る
が
今
後
の
対
策
と
予
算
措
置
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
基
地
政
策
部
長
　
昨
年
度
、
被
害
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
お
宅
の
訪
問
調
査
を
行
っ
た
が
、
米
軍
機
の
飛
来
が

受
信
障
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断

さ
れ
た
世
帯
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
今
年
度
、

市
内
全
域
に
お
け
る
受
信
障
害
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
米
軍
機
の
影
響
が
判
明
さ
れ
た
際
は
、

改
め
て
国
へ
対
策
事

業
の
再
開
を
求
め
て

ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
大
き
な
前

進
と
考
え
る
が
、
沖

縄
防
衛
局
と
調
整
を

行
い
、
地
域
を
限
定

す
る
こ
と
な
く
受
信

障
害
の
あ
る
と
こ
ろ

は
全
て
対
策
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

◎
議
員
　
平
和
祈
念
事
業
の
目
的
と
過
去
二
年
間
の
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
企
画
部
長
　
出
前
講
座
「
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
ぎ
の

わ
ん
ｉ
ｎ
市
内
中
学
校
」
で
は
、
長
崎
県
へ
派
遣
し
た

生
徒
を
交
え
た
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
創
作

平
和
劇
の
鑑
賞
を
行
い
、
戦
争
の
愚
か
さ
、
悲
惨
さ
、

命
の
大
切
さ
を
訴
え
る
場
を
提
供
で
き
た
。
ま
た
、
市

民
向
け
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
派
遣
し
た
生
徒
と

司
会
者
と
の
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
約
千
六
百
人
余
り
が
参
加
し
た
。

◎
議
員
　
平
和
に
対
す
る
教
員
向
け
の
研
修
が
必
要
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

◎
指
導
部
長
　
市
内
小
中
学
校
の
初
任
者
を
対
象
に
、

市
内
文
化
財
巡
検
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
激
戦
地

で
あ
っ
た
嘉
数
高
台
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
教
員
と
し

て
の
見
聞
を
広
め
る

と
と
も
に
、
平
和
教

育
の
継
承
と
充
実
に

努
め
て
い
る
。

◎
教
育
長
　
平
和
を

希
求
し
、
人
権
を
尊

重
す
る
心
を
育
む
た

め
、
今
後
も
外
部
講

師
の
活
用
等
、
授
業

力
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

その他の主な質問

・基地行政について

・ＩＣＴ技術活用・導入について

・市道宜野湾１１号の進捗状況と整備計

画について

・犬猫殺処分ゼロに向けた取り組みにつ

いて

志
真
志
小
学
校
・
幼
稚
園
の
環

境
整
備
に
つ
い
て

宮 城 政 司  議員

その他の主な質問

・普天間飛行場（普天満宮）周辺まちづ

くり事業の進捗状況について

・幼児教育・保育の無償化に関する取り

組みについて

・自治会加入促進を支援する条例の制定

について

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
障

害
対
策
に
つ
い
て

呉 屋 　 等  議員

その他の主な質問

・米軍機の爆音等による騒音被害と危険

性除去の取り組みについて

・普天間基地が発生源と思われる地下水

汚染によるＰＦＯＳ等の影響について

・スクールソーシャルワーカー活用事業

について　

平
和
祈
念
事
業
と
平
和
学
習

派
遣
事
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

屋良千枝美 議員
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◎
議
員
　
が
ん
ば
る
商
店
街
活
動
支
援
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
当
該
事
業
は
、
一
組
織
当
た
り
五

十
万
円
を
通
算
五
年
間
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
、

ぎ
の
わ
ん
ヒ
ル
ズ
通
り
会
へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
新
た
に
一
組
織
の
追
加
を
見
込
ん
で
予
算

計
上
を
行
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　
新
た
な
商
店
街
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
テ
ィ
・
エ
ム
・
オ
普
天
間
と
市
商

工
会
を
中
心
に
周
辺
事
業
者
が
集
ま
り
、
新
た
な
商
店

街
結
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　
当
該
商
店
街
の
面
的
組
織
の
発
足
は
い
つ
ご

ろ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
六
月
中
に
設
立
総
会
を
開
催
し
、

会
員
を
募
る
と
伺
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　
商
店
街
の

名
称
を
公
募
し
て
い

る
と
伺
っ
た
が
、
ど

の
く
ら
い
の
応
募
が

あ
っ
た
の
か
伺
い
た

い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　

六
十
件
の
応
募
が
あ

り
、
会
員
に
よ
る
投

票
を
行
っ
た
と
伺
っ

て
い
る
。

◎
議
員
　
市
青
年
連
合
会
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い

る
か
伺
い
た
い
。

◎
教
育
部
長
　
補
助
金
の
交
付
及
び
青
年
連
合
会
定
例

会
へ
の
出
席
や
情
報
提
供
、
活
動
に
対
す
る
助
言
等
を

行
う
と
と
も
に
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
密
に
連
携

を
取
る
な
ど
、
連
携
・
協
力
体
制
を
築
い
て
い
る
。

◎
議
員
　
青
年
エ
イ
サ
ー
祭
り
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
教
育
部
長
　
企
画
か
ら
運
営
ま
で
全
て
を
青
年
た
ち

の
力
で
つ
く
り
上
げ
る
祭
り
で
、
青
年
の
交
流
、
親
睦

や
伝
統
芸
能
の
継
承
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
地
域
活
性

化
や
観
光
振
興
に
も
貢
献
し
て
お
り
、
重
要
な
祭
り
と

認
識
し
て
い
る
。

◎
議
員
　
青
年
エ
イ
サ
ー
祭
り
に
ど
の
よ
う
な
支
援
を

し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
教
育
部
長
　
平
成

二
十
九
年
度
か
ら
二

十
万
円
の
補
助
金
を

交
付
し
て
お
り
、
施

設
使
用
へ
の
配
慮
や

備
品
貸
与
、
市
報
等

に
よ
る
広
報
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　
ぜ
ひ
、
さ

ら
な
る
支
援
拡
充
を

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員
　
平
成
二
十
一
年
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
及
び
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
調
査
内
容
は
、
墓
地
の
所
有
状
況

や
墓
地
取
得
の
意
向
な
ど
を
確
認
す
る
も
の
で
、
市
内

に
墓
地
を
求
め
る
世
帯
の
約
半
数
は
公
共
が
管
理
す
る

墓
地
を
希
望
し
て
い
る
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

◎
議
員
　
西
普
天
間
住
宅
地
区
内
に
公
営
墓
地
を
計
画

し
て
い
る
と
伺
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
形
態
を
計
画
し

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
区
画
割
り
さ
れ
た
お
墓
、
個
人
墓

地
や
納
骨
堂
、
施
設
型
共
同
墓
、
納
骨
堂
内
に
合
葬
墓

の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

◎
議
員
　
現
在
、
計
画
し
て
い
る
公
営
墓
地
に
つ
い
て

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
西
普
天
間
住
宅
地
区
で
は
各
事
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
整
備
等
も
踏
ま
え
、

令
和
四
年
度
以
降
の

開
園
に
向
け
て
調
整

し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
今
後
は
公

営
墓
地
が
主
流
に
な

る
と
考
え
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

その他の主な質問

・市庁舎耐震改修事業及び駐車場の整備

について

・普天間中学校校舎大規模改造事業につ

いて

・市道宜野湾１１号の進捗状況について

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

桃 原 　 朗  議員

青
年
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

上 里 広 幸  議員

その他の主な質問

・平和行政の推進について

・市庁舎駐車場の利用方法について

・マイクロバスの購入について

公
営
墓
地
整
備
計
画
に
つ
い

て

平 良 眞 一  議員

その他の主な質問

・市道我如古２１号の進捗について

・佐真下第二土地区画整理事業の進捗状

況について

・佐真下第二土地区画整理事業の公園整

備の進捗状況について
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◎
議
員
　
水
難
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の
八
割
が
着
衣

の
状
態
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
服
を
着
た
ま
ま
泳
ぐ
の

で
は
な
く
、
浮
い
て
救
助
を
待
つ
「
浮
い
て
待
て
」
の

訓
練
に
つ
い
て
市
内
小
学
校
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

◎
指
導
部
長
　
平
成
三
十
年
度
は
市
内
小
学
校
四
校
に

お
い
て
七
回
実
施
し
た
。

◎
議
員
　
現
在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
方
が
校

長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
直
談
判
し
て
実
施
し
て
い
る
現
状

で
あ
る
。
教
育
委
員
会
か
ら
各
学
校
へ
実
施
を
投
げ
か

け
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
か
。

◎
指
導
部
長
　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
事
故

の
未
然
防
止
等
の
重
要
性
な
ど
か
ら
、
各
学
校
が
児
童

の
実
態
に
応
じ
た
着
衣
泳
「
浮
い
て
待
て
」
が
全
学
校

で
実
施
で
き
る
よ
う
、
校
長
会
や
教
頭
会
を
通
し
て
周

知
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
自
分
で
自

分
の
命
を
守
る
持
続

可
能
な
セ
ル
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
な
の
で
、
開

催
の
時
期
や
プ
ー
ル

の
衛
生
面
の
問
題
も

あ
る
が
、
年
度
内
に

全
て
の
小
学
校
で
実

施
で
き
る
よ
う
、
働

き
か
け
て
い
た
だ
き

た
い
。

◎
議
員
　
公
共
交
通
機
関
が
な
く
、
買
い
物
や
病
院
に

行
く
時
に
も
支
障
を
来
し
、
多
額
な
交
通
費
を
使
っ
て

い
る
方
が
い
る
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、
ま
た

路
線
バ
ス
の
空
白
域
で
あ
る
地
域
に
お
住
ま
い
の
交
通

手
段
を
持
た
な
い
市
民
を
交
通
弱
者
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
議
員
　
宜
野
湾
市
地
域
公
共
交
通
会
議
の
立
ち
上
げ

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
発

足
に
は
至
っ
て
な
い
。
今
後
、
路
線
バ
ス
も
含
め
、
近

隣
市
町
村
が
導
入
し
て
い
る
地
域
公
共
交
通
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
地
域
公
共
交
通
会
議

を
立
ち
上
げ
、
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
の
導
入
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　

運
行
形
態
や
コ
ス
ト

な
ど
に
つ
い
て
調
査

・
研
究
し
、
モ
デ
ル

地
区
に
お
け
る
実
証

実
験
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
今
年
度
で

め
ど
が
立
つ
よ
う
に

協
議
し
て
ほ
し
い
。

◎
議
員
　
遊
具
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
委
託
し
て
い
る
指
定
管
理
者
が
行
う
日

常
点
検
や
専
門
技
術
者
に
よ
る
年
一
回
の
定
期
点
検
を

実
施
し
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

◎
議
員
　
ふ
て
ん
ま
公
園
は
遊
具
が
撤
去
さ
れ
て
い
る

状
況
だ
が
、
早
急
に
更
新
で
き
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
近
年
の
補
助
金
の
減
額
配
分
に
よ
り
、

思
う
よ
う
に
更
新
で
き
な
い
が
、
他
の
公
園
の
状
況
を

見
な
が
ら
、
早
急
に
更
新
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

◎
議
員
　
遊
具
を
更
新
す
る
際
の
選
定
方
法
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
公
園
を
利
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

保
育
所
の
保
育
士
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　
樹
木
や
砂
場
の
管
理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
一
年

前
に
も
剪
定
し
た
が
、

樹
木
が
生
い
茂
っ
て

い
る
箇
所
は
剪
定
し

て
ま
い
り
た
い
。
砂

場
の
衛
生
管
理
に
つ

い
て
は
、
維
持
管
理

者
の
巡
回
や
、
清
掃

の
時
に
猫
な
ど
の
ふ

ん
を
除
去
を
し
て
い

る
。

その他の主な質問

・男女共同参画推進について

・消防署真志喜出張所の人員体制につい

て

・地域支援事業の取り組みについて

小
学
校
に
お
け
る
着
衣
泳
「
浮

い
て
待
て
」
の
実
施
に
つ
い
て

又 吉 　 亮  議員

その他の主な質問

・沖縄観光防災力強化支援事業の取り組

みについて

・市スポーツ少年団県外等派遣に関する

補助金交付要綱について

・PFOS等の有機フッ素化合物について

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

伊 波 一 男  議員

その他の主な質問

・交通安全対策及び危険箇所の整備につ

いて

・学習支援に対する福祉・教育の連携拡

充について

・普天間小学校の安全柵設置後の状況に

ついて

ふ
て
ん
ま
公
園
の
維
持
管
理

と
整
備
に
つ
い
て

栄 田 直 樹  議員
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◎
議
員
　
夜
間
騒
音
に
対
す
る
ス
テ
ィ
ー
ル
司
令
官
の

「
夜
間
訓
練
は
大
切
、
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
旨
の
発
言

に
対
し
、
市
長
は
ど
う
反
論
し
た
の
か
伺
い
た
い
。

◎
市
長
　
当
該
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
地
元
で
協
議
す
べ
き

調
整
等
を
行
う
も
の
で
、
抗
議
を
行
う
場
で
は
な
い
が
、

基
地
周
辺
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
、
申
し
上
げ
る

べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
申
し
上
げ
て
お
り
、
騒
音
規
制

措
置
の
順
守
に
つ
い
て
も
配
慮
を
要
請
し
て
い
る
。

◎
議
員
　
司
令
官
か
ら
は
、
騒
音
規
制
措
置
を
守
る
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
ず
、
市
民
の
受
忍
限
度
は
超
え
て
お
り
、

こ
れ
以
上
の
騒
音
は
容
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
平
成
二

十
八
年
以
降
に
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
を
含
む
製
品
を
使
用
し
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
の
か
。

◎
基
地
政
策
部
長
　
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
使
用
し

て
い
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　
新
四
軍
司

令
官
は
、
玉
城
県
知

事
に
対
し
、
沖
縄
の

人
々
の
懸
念
を
払
拭

し
た
い
旨
の
発
言
を

し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、

基
地
内
へ
の
立
入
調

査
に
つ
い
て
要
請
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員
　
先
日
、
県
が
県
道
三
十
四
号
線
の
新
た
な
交

通
渋
滞
対
策
の
説
明
会
を
開
催
し
た
が
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
大
謝
名
東
交
差
点
か
ら
真
栄
原
交
番
交

差
点
に
お
い
て
大
謝
名
向
け
を
二
車
線
化
す
る
対
策
案

が
有
効
で
あ
り
、
今
後
は
対
策
案
を
速
や
か
に
決
定
し
、

工
事
に
着
手
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

◎
議
員
　
下
り
車
線
だ
け
二
車
線
に
し
て
も
、
抜
本
的

な
交
通
渋
滞
対
策
に
は
な
ら
ず
、
都
市
計
画
道
路
（
仮

称
）
真
栄
原
・
真
志
喜
線
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
関
係
機
関
へ
要
請
は
行
っ
て
い
る
か
。

◎
建
設
部
長
　
平
成
二
十
六
年
六
月
に
沖
縄
防
衛
局
へ

要
請
を
行
っ
た
が
、
そ
の
協
議
の
中
で
は
、
当
該
道
路

の
一
部
が
基
地
内
を
通
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
基
地
の
運
用
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
り
厳

し
い
と
考
え
る
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

◎
議
員
　
渋
滞
緩
和

に
は
必
要
な
道
路
で

あ
り
、
防
衛
局
と
調

整
の
上
、
今
後
も
事

業
採
択
の
要
請
を
重

ね
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員
　
総
合
事
業
の
上
限
額
を
超
過
す
る
問
題
、
現

行
相
当
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

分
析
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長
　
上
限
額
の
超
過
は
な
か
っ
た
が
、

総
合
事
業
費
は
対
前
年
度
比
で
五
・
六
％
伸
び
て
い
る

た
め
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。
現
行
相

当
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率
の
高
さ
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の

不
足
、
介
護
予
防
の
住
民
へ
の
意
識
づ
け
が
課
題
と
分

析
し
て
お
り
、
個
別
支
援
型
地
域
ケ
ア
会
議
の
強
化
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◎
議
員
　
三
年
間
で
一
億
八
千
九
百
万
円
の
基
金
取
り

崩
し
が
予
測
さ
れ
る
が
、
超
過
額
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
第

七
期
介
護
保
険
料
は
上
げ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
と
の
疑

問
が
残
る
が
、
保
険
者
と
し
て
説
明
責
任
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

◎
健
康
推
進
部
長
　

こ
の
よ
う
な
結
果
を

招
い
た
こ
と
に
対
し
、

市
民
に
は
丁
寧
に
説

明
申
し
上
げ
た
い
。

◎
議
員
　
市
民
が
理

解
で
き
る
よ
う
丁
寧

な
説
明
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

その他の主な質問

・ＰＦＯＳ等が検出されたことに対する

市の対応について

・市長の訪米要請の成果について

五
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た

市
長
と
普
天
間
基
地
司
令
官

と
の
協
議
に
つ
い
て

桃 原 　 功  議員

その他の主な質問

・市長の訪米要請の内容と成果について

・老朽化した公民館の整備について

県
道
三
十
四
号
線
の
交
通
渋
滞
緩
和

策
及
び
都
市
計
画
道
路
（
仮
称
）
真
栄

原
・
真
志
喜
線
の
整
備
に
つ
い
て

平安座武志 議員

その他の主な質問

・保育料等の多子世帯軽減及び幼児教育

の無償化について

・交通安全対策について

・特定健診及びがん対策の取り組みにつ

いて

第
七
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て

岸 本 一 德  議員
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◎
議
員
　
指
定
文
化
財
と
登
録
文
化
財
の
違
い
を
伺
う
。

◎
教
育
部
長
　
文
化
財
指
定
制
度
と
は
、
極
め
て
価
値

の
高
い
も
の
を
強
い
規
制
で
永
久
的
に
保
存
す
る
も
の

で
あ
り
、
文
化
財
登
録
制
度
と
は
、
地
域
の
文
化
財
等

を
緩
や
か
な
規
制
で
守
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

◎
議
員
　
都
市
計
画
決
定
か
ら
整
備
ま
で
数
十
年
か
か

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
決
定
時
と
現
時
点
で
整
合
性
が
合

わ
な
い
計
画
も
あ
る
と
思
う
が
、
都
市
計
画
決
定
後
に

計
画
が
変
更
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
か
伺
う
。

◎
建
設
部
長
　
都
市
計
画
決
定
時
か
ら
状
況
が
大
き
く

変
化
し
た
場
合
は
、
都
市
計
画
変
更
の
理
由
を
明
確
に

し
た
上
で
変
更
を
行
う
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

◎
議
員
　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
場
合
を
指
す
の
か

お
聞
き
し
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
都
市
計
画
決
定
後
、
事
業
未
着
手
の
場

合
に
お
い
て
、
社
会

状
況
や
地
域
開
発
等

に
よ
る
基
盤
整
備
に

よ
り
状
況
が
変
化
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
お
い
て
は
都
市

計
画
の
変
更
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

◎
議
員
　
保
育
士
の
人
材
不
足
解
消
の
た
め
に
市
が
行

っ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
福
祉
推
進
部
長
　
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
保
育
士

確
保
策
と
し
て
、
国
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
保

育
士
試
験
対
策
事
業
や
保
育
士
が
働
き
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
保
育
士
宿
舎
借
上
支
援

事
業
を
含
め
、
今
年
度
は
九
つ
の
事
業
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

◎
議
員
　
市
内
の
潜
在
保
育
士
数
を
伺
い
た
い
。

◎
福
祉
推
進
部
長
　
市
内
の
保
育
士
登
録
者
は
約
九
百

名
で
、
そ
の
中
の
潜
在
保
育
士
数
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
沖
縄
県
の
資
料
か
ら
推
察
す
る
と
約
半
数
以
上
が

保
育
に
従
事
し
て
い
な
い
状
況
が
う
か
が
え
る
。

◎
議
員
　
保
育
士
の
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催
し
て
い

る
が
、
そ
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
福
祉
推
進
部
長
　

二
十
五
の
認
可
保
育

所
が
出
展
し
、
六
十

五
名
の
来
場
者
が
あ

っ
た
。
説
明
会
後
に

は
市
内
保
育
所
を
見

学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー

も
開
催
し
、
最
終
的

に
市
内
の
保
育
施
設

に
十
四
名
の
採
用
が

あ
っ
た
。

◎
議
員
　
水
道
水
の
水
源
汚
染
に
つ
い
て
本
市
と
特
定

さ
れ
る
よ
う
な
新
聞
等
の
報
道
が
あ
り
、
市
民
は
不
安

を
募
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
当
局
の
考
え
方
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
上
下
水
道
局
長
　
こ
れ
ま
で
も
県
企
業
局
と
情
報
共

有
を
し
、
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
水
道
水
を
供
給
し
て

き
た
が
、
さ
ら
に
水
道
水
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
汚
染
源
の
蓋
然
性
が
高
い
と
さ

れ
る
嘉
手
納
井
戸
群
及
び
そ
の
周
辺
水
域
か
ら
の
取
水

の
停
止
に
つ
い
て
、
県
企
業
局
に
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　
ま
だ
市
民
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。

本
市
の
水
道
水
は
安
心
・
安
全
だ
と
言
え
る
よ
う
、
市

民
に
周
知
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
上
下
水
道
局
長
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
県
企
業
局

に
お
け
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
検
出
状
況
を
掲
載
し

周
知
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
市
報
な
ど
も
活

用
し
、
市
民
が
安
心

し
て
水
道
水
を
使
用

で
き
る
よ
う
広
く
周

知
し
て
ま
い
り
た
い
。

その他の主な質問

・キャッシュレス推進の取り組みについ

て

・食品ロス削減に向けた取り組みについ

て

・SNSを活用したいじめ相談体制の構築

について

大
謝
名
黄
金
森
グ
ス
ク
内
に

あ
る
黄
金
宮
の
整
備
に
つ
い

て

真喜志晃一 議員

その他の主な質問

・中城村との境界のハンタ道の整備につ

いて

・ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ・ＰＦＨｘＳ等の

有機フッ素化合物への対応策について

・通学路の安全対策について

保
育
士
確
保
に
向
け
て
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

米 須 清 正  議員

その他の主な質問

・高齢者の居場所づくりについて

・施設型共同墓の整備について

・はごろも小学校への案内板設置につい

て

本
市
の
水
道
水
及
び
大
山
田

い
も
へ
の
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
の
影
響
に
つ
い
て

伊 佐 文 貴  議員
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◎
議
員
　
新
城
区
公
民
館
の
建
て
か
え
に
つ
い
て
現
在

の
状
況
を
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
新
城
区
公
民
館
は
、
築
五
十
年
が

経
過
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
剥
離
す
る
な
ど
施
設
の
老

朽
化
が
著
し
く
、
早
期
の
建
て
か
え
が
必
要
で
あ
る
。

新
城
区
は
学
習
等
供
用
施
設
を
希
望
し
て
い
る
が
、
施

設
用
地
を
市
単
独
費
で
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
財

政
上
困
難
な
た
め
予
算
化
に
至
っ
て
い
な
い
。

◎
議
員
　
学
習
等
供
用
施
設
を
借
地
に
建
設
す
る
こ
と

の
可
否
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
防
衛
局
か
ら
は
、
学
習
等
供
用
施

設
は
国
の
補
助
を
活
用
し
建
設
す
る
施
設
で
あ
り
、
個

人
所
有
の
土
地
は
、
後
々
相
続
等
の
問
題
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
り
望
ま
し
く
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　
先
日
、
内
閣
府
、
防
衛
省
等
に
公
民
館
建
設

の
後
押
し
を
要
請
し

て
き
た
。
当
局
の
今

後
の
行
動
を
伺
い
た

い
。

◎
副
市
長
　
五
月
に

内
閣
府
と
防
衛
省
へ

補
助
金
の
要
請
を
行

っ
た
。
現
在
、
早
期

に
予
算
化
で
き
る
方

法
を
調
整
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

◎
議
員
　
公
園
整
備
の
予
算
を
算
出
し
て
い
る
か
伺
う
。

◎
建
設
部
長
　
公
園
面
積
を
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
た
場

合
の
総
事
業
費
は
、
概
算
で
約
二
十
七
億
円
か
か
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

◎
議
員
　
現
在
、
計
画
地
が
道
路
に
面
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
接
道
場
所
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長
　
接
道
等
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

予
定
し
て
い
る
業
務
委
託
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◎
議
員
　
今
年
度
、
計
画
が
一
歩
前
に
進
ん
だ
こ
と
に

対
し
て
感
謝
し
た
い
。
し
か
し
、
地
権
者
や
地
域
住
民

は
計
画
決
定
か
ら
既
に
五
十
一
年
待
っ
て
い
る
。
調
査

は
早
急
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
今
年
度
か
ら
次
年
度
に
か
け
て
事
業
化

の
可
能
性
の
検
討
業
務
を
行
う
。
そ
の
中
で
整
備
方
針

や
課
題
の
整
理
を
し
、
今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
明
確
に
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

◎
議
員
　
可
能
性
で

は
な
く
、
絶
対
に
事

業
化
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
五
十
一
年
待

っ
て
で
き
な
い
と
い

う
の
は
あ
り
得
な
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
ぜ
ひ
お
願
い
し

た
い
。

◎
議
員
　
公
民
館
の
整
備
に
関
し
、
自
治
会
あ
る
い
は

地
域
か
ら
ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
早
急
な
建
て
か
え
を
要
す
る
新
城

区
、
中
原
区
を
除
く
と
、
野
嵩
三
区
、
真
栄
原
区
、
野

嵩
一
区
、
宜
野
湾
区
の
四
自
治
会
か
ら
建
て
か
え
の
要

望
が
あ
り
、
施
設
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
大
山
区
自
治

会
か
ら
空
調
設
備
改
修
の
要
望
を
受
け
て
い
る
。

◎
議
員
　
整
備
に
は
多
く
の
費
用
を
要
す
る
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
財
源
確
保
を
図
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
防
衛
省
に
対
し
、
用
地
取
得
費
も

含
め
た
新
た
な
高
率
補
助
を
要
望
し
て
い
る
。

◎
議
員
　
自
治
会
の
拠
点
と
な
る
自
治
会
公
民
館
の
整

備
を
早
急
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
公
民
館
等
の
施
設
は
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

の
重
要
な
拠
点
で
あ

る
。
早
期
の
事
業
化

に
向
け
、
防
衛
省
に

高
率
補
助
を
求
め
て

ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
議
会
の
場

か
ら
も
協
力
す
る
の

で
、
ぜ
ひ
、
国
と
粘

り
強
く
交
渉
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

その他の主な質問

・子供海外ホームスティへの支援につい

て

・安室奈美恵ミュージアム（仮称）構想

の取り組みについて

・沖縄県消防防災ヘリコプターの導入に

ついて

新
城
区
公
民
館
の
建
て
か
え

に
つ
い
て

宮城　克 議員

その他の主な質問

・小中学校におけるひきこもりや不登校

への対応策について

・普天間基地が発生源と思われるPFOS

等による環境汚染について

・粗大ごみの収集のあり方について

普
天
間
中
学
校
裏
の
喜
友
名

公
園
整
備
計
画
に
つ
い
て

知 念 秀 明  議員

その他の主な質問

・市庁舎駐車場の整備について

・市民広場管理運営事業の取り組みにつ

いて

・乳幼児のう蝕予防の取り組みについて

老
朽
化
し
た
自
治
会
公
民
館
の

整
備
に
つ
い
て

山 城 康 弘  議員
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◎
議
員
　
当
該
道
路
へ
の
外
灯
設
置
に
つ
い
て
多
く
の

住
民
か
ら
要
望
を
受
け
、
足
元
を
照
ら
す
フ
ッ
ト
ラ
イ

ト
、
防
犯
灯
、
街
路
灯
の
設
置
に
つ
い
て
質
問
し
て
き

た
。
地
元
の
大
山
区
自
治
会
が
防
犯
灯
設
置
の
た
め
見

積
も
り
を
取
っ
た
が
、
負
担
が
大
き
く
、
予
算
上
難
し

い
状
況
で
あ
る
。
昨
年
九
月
に
は
歩
行
者
が
自
転
車
と

接
触
し
重
傷
を
負
う
事
故
も
発
生
し
て
い
る
が
、
道
路

管
理
者
と
し
て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
高
欄
へ
の
設
置
に
つ
い
て
構
造
上
問
題

が
な
い
か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
現
在
、
防
犯
灯
設
置
費
用
の
二
分
の
一
は
自

治
会
が
負
担
し
て
い
る
が
、
当
該
道
路
は
長
距
離
で
あ

り
、
自
治
会
が
負
担
す
る
の
は
現
実
的
に
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
負
担
割
合
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
宜
野
湾
市
防
犯
灯
設
置
補
助
金
交

付
規
則
第
三
条
に
お

い
て
、
市
長
が
地
域

の
公
益
上
特
別
な
事

情
が
あ
る
と
認
め
る

場
合
に
は
、
設
置
に

係
る
事
業
費
の
全
額

を
補
助
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
要
件
に
該

当
す
る
か
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
市
長
の
公
約
で
あ
る
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
捨
て
犬
、
捨
て
猫
が
生
ま
れ
る
原

因
の
多
く
は
人
間
の
側
に
あ
る
と
考
え
、
飼
い
主
等
に

対
し
適
正
飼
養
、
終
生
飼
養
に
関
す
る
動
物
愛
護
普
及

啓
発
を
継
続
的
に
図
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
動
物
愛
護

団
体
が
殺
処
分
さ
れ
る
寸
前
に
あ
っ
た
引
き
取
り
手
の

な
い
犬
や
猫
を
保
護
し
、
新
た
な
飼
い
主
を
探
す
活
動

や
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
繁
殖
を
抑
え
る
た
め
の
Ｔ

Ｎ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
連
携
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

◎
議
員
　
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
や
譲
渡
会
は
、
行
政
だ
け
で
は

で
き
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
本
当
に
歯
を
食
い

し
ば
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。
同
活
動
で
は
、
第
一
・
第

三
土
曜
日
に
海
浜
公
園
で
猫
の
う
ん
ち
拾
い
や
公
園
掃

除
を
、
ま
た
、
第
一

土
曜
日
に
同
公
園
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
猫
の
譲
渡
会
も
行

っ
て
い
る
。
市
も
ぜ

ひ
と
も
視
察
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　

今
後
の
普
及
活
動
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

同
委
員
会
は
、
令
和
元
年
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
一

日
の
間
、
東
京
都
町
田
市
議
会
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市

議
会
の
「
議
会
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
、
先
進
的
及
び
各
議
会
の
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
事

項
に
つ
い
て
視
察
調
査
を
実
施
し
た
。

　

東
京
都
町
田
市
議
会
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
に
、

小
委
員
会
を
設
置
し
、
個
別
の
課
題
に
つ
い
て
専
門
的

に
審
査
及
び
調
査
を
行
い
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進

め
る
体
制
が
あ
っ
た
。

　

神
奈
川
県
横
須
賀
市
議
会
で
は
、
議
会
全
体
で
条
例

制
定
や
政
策
提
案
を
行
う
た
め
の
政
策
検
討
会
議
を
設

け
、
部
局
を
横
断
し
行
政
が
積
極
的
に
対
処
で
き
な
い

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
仕
組
み
及
び
そ
の
実
績
を
確

認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
横
須
賀
市
の
基
地
を
抱
え
る
ま

ち
づ
く
り
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
現
状
の
視
察

を
行
っ
た
。

　

宜
野
湾
市
議
会
に
お
い

て
は
、
議
会
基
本
条
例
の

も
と
、
住
民
参
加
や
政
策

提
言
に
つ
い
て
積
極
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

今
回
視
察
し
た
二
市
議
会

の
課
題
解
決
に
向
け
た
計

画
的
・
体
系
的
な
取
り
組

み
を
こ
れ
か
ら
の
議
会
運

営
に
生
か
し
、
市
民
に
開

か
れ
信
頼
さ
れ
る
議
会
の

実
現
に
向
け
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
に

つ
い
て

神奈川県横須賀市議会の視察の様子

その他の主な質問

・自治会活性化に向けた取り組みについ

て

・ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ・ＰＦＨｘＳ等の

有機フッ素化合物が湧水・水道水から

検出されたことについて

市
道
大
山
七
号
（
ハ
ル
ヨ
イ
橋
）

へ
の
外
灯
設
置
に
つ
い
て

石 川 　 慶  議員

その他の主な質問

・ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ等の有機フッ素化合

物が湧水から検出されたことについて

・青少年サポートセンターの体制につい

て

・平和教育の取り組みについて

犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

玉城健一郎 議員
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本
請
願
は
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
の
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
一
名
退
場
の
も
と
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

議
案
の
主
な
内
容
は
、
教
育
委
員
の
平
良
明
子
氏
が

令
和
元
年
六
月
三
十
日
付
で
任
期
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
新
た
に
知
念
菜
穂
子
氏
を
任
命
す
る
た
め
、
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る

と
の
内
容
で
あ
る
。

　

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て

は
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ

た
。

　

議
案
の
概
要
は
、
市
立
野
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
機
能

拡
張
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
株
式

会
社
機
電
工
業
・
有
限
会
社
興
発
電
子
産
業
共
同
企
業

体
と
一
億
六
千
五
百
万
円
で
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し

た
い
と
の
内
容
で
あ
る
。

　

委
員
会
審
査
に
お
い
て
は
、
財
源
内
訳
に
つ
い
て
質

疑
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
、
一
括
交
付
金
が
八
割
、

市
負
担
が
二
割
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
委
員

か
ら
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
等
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
活
用
等
の
提
言
が
な
さ

れ
た
。

　

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
全
会
一
致
で
同
意

さ
れ
た
。

　

議
案
の
主
な
内
容
は
、
人
事
院
規
則
及
び
県
内
他
市

の
状
況
を
勘
案
し
、
職
員
の
懲
戒
処
分
に
係
る
停
職
の

期
間
に
つ
い
て
最
長
六
カ
月
か
ら
一
年
に
改
め
る
と
の

内
容
で
あ
る
。

　

委
員
会
審
査
に
お
い
て
は
、
停
職
の
期
間
を
最
長
一

年
に
改
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
抑
止
力
と
し
て
の
効
果

を
期
待
し
て
い
る
の
か
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に

対
し
、
そ
の
よ
う
な
側
面
も
あ
る
が
、
国
は
人
事
院
規

則
に
お
い
て
最
長
一
年
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
や
、
県

内
他
市
の
状
況
も
踏
ま
え
て
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
と

の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

　

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

請
願
の
主
な
内
容
は
、
政
府
が
県
民
と
約
束
し
た
普

天
間
基
地
の
五
年
以
内
の
運
用
停
止
に
向
け
、
市
議
会

に
決
議
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

委
員
会
審
査
に
お
い
て
は
、
議
員
間
討
議
が
な
さ
れ
、

請
願
を
審
査
し
た
時
点
に
お
い
て
普
天
間
飛
行
場
の
五

年
以
内
の
運
用
停
止
の
期
限
で
あ
る
平
成
三
十
一
年
二

月
は
既
に
経
過
し
て
お
り
、
本
請
願
を
採
択
す
る
こ
と

は
可
能
か
疑
問
が
あ
る
と
の
意
見
に
対
し
、
本
請
願
は

平
成
三
十
年
十
二
月
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
委
員
会
審

査
に
時
間
を
要
し
、
期
限
を
経
過
し
た
た
め
請
願
採
択

の
事
由
が
失
わ
れ
た
と
す
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
り
、

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
操
出
事

業
、
幼
児
教
育
無
償
化
シ
ス
テ
ム
改
修
等
事
業
等
に
よ

り
、
一
億
六
千
四
百
三
万
五
千
円
を
追
加
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

委
員
会
審
査
に
お
い
て
は
、
沖
縄
観
光
防
災
力
強
化

支
援
事
業
を
活
用
し
、
外
国
語
表
記
の
案
内
板
等
を
設

置
す
る
予
定
は
な
い
か
質
疑
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、

平
成
三
十
年
度
に
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
日
本
語

の
四
カ
国
語
で
表
記
し
た
案
内
板
を
七
十
四
カ
所
へ
設

置
し
て
お
り
、
今
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
課
題

と
な
っ
て
い
た
発
電
機
や
備
蓄
倉
庫
等
の
資
機
材
及
び

防
災
備
蓄
食
料
の
購
入
に
補
助
金
を
充
当
す
る
予
定
で

あ
る
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
参
議
院
議
員
選
挙
費
を
増
額
す
る
理
由
に
つ

い
て
、
市
立
体
育
館
に
期
日
前
投
票
所
を
設
置
す
る
た

め
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
設
置
に
至
る

経
緯
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
、
昨
年

の
台
風
に
よ
る
期
日
前
投
票
の
混
乱
を
鑑
み
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
期
日
前
投
票
所
の
増
設
が
緊
急
の
課
題
と

の
認
識
が
な
さ
れ
、
西
海
岸
地
域
の
公
共
施
設
で
あ
る

市
立
体
育
館
に
設
置
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
の
説
明

が
な
さ
れ
た
。
委
員
か
ら
は
、
市
立
体
育
館
に
限
定
す

る
の
で
は
な
く
、
大
型
商
業
施
設
等
へ
の
設
置
も
検
討

い
た
だ
き
た
い
と
の
提
言
も
な
さ
れ
た
。

　

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

6
月
定
例
会
　
主
な
議
案
審
議
経
過

令
和
元
年
度
宜
野
湾
市
一
般
会
計
予
算（
第
一
号
）
可決

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

同意

宜
野
湾
市
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

市
立
野
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
機
能
拡
張
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

普
天
間
基
地
５
年
以
内
運
用
停
止
の
遵
守

を
求
め
る
議
会
決
議
に
関
す
る
請
願

知念菜穂子氏

可決採択

同意
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第421回宜野湾市議会臨時会　議決結果一覧（全会一致）

第422回宜野湾市議会定例会　議決結果一覧（全会一致）

種　類 件　名 議決結果

議　案 令和元年度宜野湾市国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）
原案可決

平成30年度宜野湾市一般会計補正予算

（第８号）の専決処分の承認について
承　　認

宜野湾市税条例に関する専決処分の承認

について
承　　認

種　類 件　名 議決結果

議　案 宜野湾市企業立地促進条例に関する専決

処分の承認について
承　　認

宜野湾市国民健康保険税条例に関する専

決処分の承認について
承　　認

種　類 件　名 議決結果

議　案 令和元年度宜野湾市一般会計補正予算（第

１号）
原案可決

令和元年度宜野湾市介護保険特別会計補

正予算（第１号）
原案可決

宜野湾市職員の懲戒の手続及び効果に関

する条例の一部を改正する条例について
原案可決

宜野湾市介護保険条例の一部を改正する

条例について
原案可決

宜野湾市火災予防条例の一部を改正する

条例について
原案可決

宜野湾市水道事業給水条例及び宜野湾市

下水道条例の一部を改正する条例につい

て

原案可決

市立野球場スコアボード機能拡張工事請

負契約について
同 　 意

小学校ＩＣＴ機器購入に係る物品の取得

について
同 　 意

教育委員会委員の任命について 同 　 意

報　告 平成３０年度宜野湾市一般会計繰越明許

費繰越計算書について
報 　 告

平成３０年度宜野湾都市計画宇地泊第二

土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰

越計算書について

報 　 告

平成３０年度宜野湾都市計画佐真下第二

土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰

越計算書について

報 　 告

種　類 件　名 議決結果

報　告 平成３０年度宜野湾市水道事業会計予算

繰越計算書について
報 　 告

平成３０年度宜野湾市下水道事業会計予

算繰越計算書について
報 　 告

令和元年度宜野湾市土地開発公社事業計

画、予算及び資金計画について
報 　 告

平成３０年度株式会社ティ・エム・オ普

天間事業報告及び決算報告について
報 　 告

令和元年度株式会社ティ・エム・オ普天

間事業計画及び収支予算について
報 　 告

諮　問 人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについて
答申可決

決議案 ＰＦＯＳ等の水質汚染に対し基地内への

立ち入り調査を求める決議
原案可決

米軍普天間基地所属ＣＨ－５３Ｅヘリコ

プターの部品落下事故に対する抗議決議
原案可決

意見書 ＰＦＯＳ等の水質汚染に対し基地内への

立ち入り調査を求める意見書
原案可決

北谷浄水場系統における水道水の安全性

の確保を求める意見書
原案可決

米軍普天間基地所属ＣＨ－５３Ｅヘリコ

プターの部品落下事故に関する意見書
原案可決

請　願 普天間基地５年以内運用停止の遵守を求

める議会決議に関する請願
採 　 択

（※）上記以外の議案についてはホームページをご覧ください。


